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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席を願います。礼。
　４番、三田議員より欠席する旨の申し出がありましたので、報告をいたします。

　ただいまの出席議員は１３名で定足数に達しておりますので、ただいまから平成２２年第１回上毛町議会定例会を開催します。
　本日は、西吉富小学校６年生１１名が、社会科授業の一環として議会運営の仕組みを勉強するため議会傍聴の申し出がありましたので、上毛町議会傍聴規則第７条第４項により傍聴を許可していますので、報告をいたします。

　児童の皆さん、本日は議会傍聴、大変ありがとうございます。今後とも勉強やスポーツに励み、上毛町の将来のために頑張っていただきたいと思います。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、１３番　坪根議員、１番　高畑議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いしたところ、３月５日に委員会を開催していただき、本定例会の会期を本日から１９日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員長の答申のとおり、本日から１９日までの１１日間といたしたいと思います。異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１９日までの１１日間とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、諸般の報告を行います。

　今期定例会に提出された議案は、町長から報告１件、条例案４件、予算案１７件、その他９件の計３１議案と、議員から提出された発議２件及び選挙１件の合計３４議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。
　お手元に配付の「会期日程表（案）」をごらんください。

　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、報告第１号の受理及び議案第１号から議案第８号、並びに議案第２６号から議案第３０号の１４議案については、本日審議・採決を行い、残りの１７議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　また、議員から提出された発議１号及び発議２号については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで皆さんにお願いをいたしますが、本日審議・採決を予定している１４議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう協力をお願いいたします。
　３月１２、１３日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１２日に一般質問が終了すれば、１３日は休会といたします。
　３月１５日を文教・厚生常任委員会、３月１６日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　３月１９日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。
　ただいま報告しました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し、決定を受けておりますので、報告をいたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際して、議案名の朗読は省略をいたします。
　日程第５報告第１号、日程第６議案第１号、日程第７議案第２号、日程第８議案第３号、日程第９議案第４号、日程第１０議案第５号、日程第１１議案第６号、日程第１２議案第７号、日程第１３議案第８号、日程第１４議案第９号、日程第１５議案第１０号、日程第１６議案第１１号、日程第１７議案第１２号、日程第１８議案第１３号、日程第１９議案第１４号、日程第２０議案第１５号、日程第２１議案第１６号、日程第２２議案第１７号、日程第２３議案第１８号、日程第２４議案第１９号、日程第２５議案第２０号、日程第２６議案第２１号、日程第２７議案第２２号、日程第２８議案第２３号、日程第２９議案第２４号、日程第３０議案第２５号、日程第３１議案第２６号、日程第３２議案第２７号、日程第３３議案第２８号、日程第３４議案第２９号、日程第３５議案第３０号、以上、３１件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。町長。
○町長（鶴田忠良君）おはようございます。

　それでは、提案理由の説明を申し上げます。
　本日ここに平成２２年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、御多忙のところお繰り合わせをいただき、御参集をいただきました。厚く御礼申し上げます。
　新年度予算を初めとする諸案件を提案し、御審議をいただくに当たりまして、まず、町政運営に対する私の所信と、提案理由を申し上げさせていただきたいと存じます。

　御案内のように、我が国経済は、依然として回復基調に乗れず、予断を許さない状況にあり、国は継続的な財政出動の必要性から、第二次補正予算として総額７兆２,０００億円に上る追加経済対策を打ち出すとともに、新年度予算の約９２兆３,０００億円を切れ目なく執行することで、景気の二番底に陥らない方針を示しております。
　また、平成２２年度地方財政計画を発表し、規模は８２兆１,２６８億円、前年比０.５％の減で、ハードからソフトへという国の施策転換にあわせ、投資と経費の減額に対し、一般行政経費につきましては地方が自主的、主体的に取り組む地域活性化施策等に配慮し、前年度とほぼ同額を示しております。地方税の収入は、個人所得の大幅な減少や企業収益の急激な悪化等により引き続き低迷しており、社会保障関係関係経費の自然増や公債費が高い水準で推移すること等により、財源不足が過去最大規模になると見込まれており、経済的な危機状況にあると考えます。
　そのため政府は、地域のことは地域で決める、地域主権の確立に向けた経済成長支援戦略を示し、地方経済を支え、地方活力を回復させることとして、政府のこの方針を、私は早急に実行されるよう、地域活性化がまた図られるよう、強く希望するものであります。
　さて、先般のバンクーバーオリンピックは盛大に開催されました。我が国の選手の中にはすばらしい結果を残した方々もたくさんいらっしゃるわけでございますけれども、特に新興国はスポーツ、文化の向上を目指し、国を挙げての強化対策により、飛躍的な活躍が目立ちました。日本はこれまでの経済大国としての自信と評価にかわる新しい存在価値を見出せないまま、国際社会においての評価もまた、凋落が加速し、オリンピックの選手の奮闘ぶりに熱い思いを抱きつつも、スポーツ社会の中でも、同じ考えを抱き一抹の寂しさを禁じ得なかった一人でありました。
　一刻も早く、各国の取り組みを参考にし、世界のトップレベルに入るよう強化策を講じる必要があるとも痛感したところであります。
　上毛町におきましては、積極的に経済対策を実施するため、もろもろの経費を今回、補正予算及び当初予算に計上いたしました。地域に暮らす住民が中心となる、新しい価値観に基づくまちづくりを推進し、新たな活力を生み出す政策をとることといたしております。しかしながら、社会生活の中ではあらゆる面で核化が進み、親と子供、地域と人、環境と支援との関係性が薄れ、その結果、自分本位や他人任せという風潮や、昔ながらのよき慣習も伝えることが困難な事態となっているとも考えるところであります。私は古きよき慣習を継承し、人と人とが手を携え、笑顔で生き生き生活できる環境をつくっていくことが、まちづくりの活性化や発展、安定の基本であると考えております。
　先般、中南米、ハイチやチリで大地震が発生し、未曾有の災害に襲われました。こうした災害が発生するたびに、防災体制のあり方が注目されます。本町におきましても、緊急時の防災情報を迅速に伝達できるよう体制を整え、被害の防止に努めるととともに、町民の安全と安心を確保するため、防災対策に積極的に取り組み、地域防災力の向上と防災地域の普及、啓発を図りながら、災害に強いまちづくりを推進してまいりたいと考えております。
　また、交通網の整備では、特に東九州自動車道建設事業は、用地交渉も順調に推移しております。本町で計画しておりますスマートインター設置につきましては、あらゆる機会をとらえ、国、県、関係方面に強く働きかけをしており、地域活性化と災害時の連絡道路としても活用を期待するとともに、東九州地域の産業、経済、文化の振興に資するため、早期に完成を望むものであります。
　次に、観光資源の創出として、散在する多くの地域の歴史資源を有効に活用し、新たな観光施策の展開で、地域の方々が携わることにより、自然と文化と人々との交流を深め、上毛町のイメージアップを図ってまいりたいと考えてもおります。
　また、住民の価値観の多様化とともに、生涯にわたって学び、自己啓発を続けようとする意識が高まっておりますが、各種講座等の充実、新設を図り、住民の多様な学習機会の提供にも努めてまいりたいと考えております。
　先般の所信表明でも申し上げましたが、これからのまちづくりは、町民と行政がしっかりとしたビジョンのもと、課題を共有し信頼で結ばれ、手を携えて地域の発展のため取り組んでいかなければ、高い成果は望めないとも考えております。

　そのため、まず、わかりやすい行政を目指し、平成２２年度より窓口業務の簡素化、効率化とともに、利便性の向上へ向けた住民サービスの提供を図りながら、職員と一丸となって「明るい未来上毛町」を目指し、各種施策を展開してまいる所存であります。上毛町施行５周年を迎え、もろもろの課題もほぼ解決いたし、しっかりとした自治体の基盤が構築されたと確信しております。これもひとえに議員各位の御支援、御協力と、町民皆様方の御理解の上で成り立ったものであります。この場をお借りし、改めて心よりお礼を申し上げますとともに、新年度に当たり、上毛町のさらなる躍進を目指し、全力を挙げて努力すべきということを決意するとともに、これまで同様の御支援、御協力のほどを切にお願い申し上げる次第であります。
　それでは、本日提案いたしました案件を御説明申し上げます。
　報告１件、補正予算８件、条例案４件、当初予算９件、その他９件の計３１案件であります。順次、御説明をさせていただきます。
　報告第１号　平成２２事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。土地開発公社事業につきましては、経済危機の影響で、雇用情勢は依然として厳しい状況が続く中、国の経済対策効果により若干ではありますが、日本経済の底打ちが図られ株価も上昇傾向にあります。そうした中、２２年度はとりわけ企業の事業拡大の動きを速やかにキャッチし、誘致活動を精力的に行い、地域活性化並びに雇用創出を図るための事業計画並びに予算となっております。

　２月２４日の開発公社役員会において、承認をいただいておりますので、あわせて御報告を申し上げます。
　議案第１号　平成２１年度上毛町一般会計補正予算（第６号）。今回の補正額は、１１億１,５２９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額は５９億５,５１０万１,０００円であります。
　歳出の主なものは、築上東体育館建設事業につきまして、２２年度当初予算に計上予定でありましたが、補助事業としての採択は厳しいとの指摘を受け、急遽、２１年度事業として予算化をいたし、安全・安心な学校づくり交付金を活用し財源を確保し、予算計上しております。また、国の「明日の安心と成長のための緊急経済対策」において、地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等を支援する新たな臨時交付金、５,０００億円が創出されたことに伴い、その配分金、１億５,１３０万円を主体的な公共事業の取り組みに活用するための各種事業経費、並びに年度末精査による不用見込み額の減額調整による余剰金を減債基金に積み立てすべく計上したものであります。
　議案第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）でありますが、補正額１,４３８万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額９億５０７万５,０００円であります。医療費の動向により、その所要見込み額が主な予算でありますが、歳入では保険税の減収と前期高齢者交付金、財政調整交付金との確定による財源変更を行ったものであります。
　議案第３号、第４号、第６号及び第７号の４議案の特別会計につきましては、精算による執行残を減額した予算であります。
　議案第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）。歳出の主なものは、低周波治療器の購入費用の追加と執行残を減額した予算となっております。患者数は年々減少しており、診療報酬につきましても、収入不足が生じておりますので、前年度繰越金を充当いたしたものとなっております。

　議案第８号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）でありますが、毎年、精力的に返済指導を行っておりますが、貸付金の償還の滞納が依然として増加しております。そのため、公債費充当財源の不足額を一般会計よりの繰り入れにより補てんするための予算となっております。

　議案第９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、労働安全衛生法により一定規模の事業所には産業医の選任が義務づけられており、本町におきましても職員の健康管理の指導等を行ってもらうための産業医報酬、小学校歯科医報酬の一元化並びに中学校クラブ講師を新たに追加したため、条例の一部を改正するものであります。
　議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例について。放課後児童クラブを南吉富地区に新設することにより、設置条例を制定するため、既存の施設名称の変更等も含め、条例を改正するものであります。

　議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定について。これまでの暴力追放に向けたさまざまな活動にもかかわらず、依然として県下では暴力団による事件が続くなど、平穏な町民生活や企業活動等に不安と脅威を与え続けておるのが現状であります。本町におきましても、県、警察との取り組みとの連携を一層緊密にし、町民や企業等の暴力追放意識の喚起、公共事業からの暴力団の排除、青少年を暴力団から守るための教育等の強化を図り、社会全体で暴力団排除を推進することを目的とし、本条例を制定するものであります。

　議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定について。近年、本町を取り巻く社会経済情勢は、生活の多様化、日常生活の拡大、少子高齢化や過疎化の進行など、さまざまな変化を生じております。その中で、限られた資源である町土の有効利用を図り、安全で快適な町民生活の向上、定住人口の増加や産業の振興などによる町の活性化が必要であります。そのため、町土の利用につきまして、総合的かつ計画的視点に立った土地利用計画を策定する必要があり、有識者の方々による審議会を設け、調査、審議を行っていただくため、本条例を制定するものであります。
　議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算。予算総額４４億２,６００万円で、対前年比０.７％の増と、ほぼ同規模の予算であります。普通会計、性質別歳出状況では義務的経費が２３億２,９３３万円で、構成比５２.５％。投資的経費５億６,２３５万円で、構成比１２.７％。物件費等のその他の経費として１５億４,４０６万円で構成比率３４.８％となっております。

　２２年度予算編成方針は人件費の抑制や事務事業の見直しなど、行財政改革の徹底に努めました。コンパクトで機能的な、人に優しい自治体を目指し、上毛町の将来像である「みんなでひらく上毛の未来」を目途に、合併効果を町民満足度の向上につなげる諸政策に積極的に取り組み、昨年度からの重点施策を継承し、さらに発展させていくものとしております。
　主要施策の概要について申し上げます。まず、行政改革でありますが、職員の意識改革、資質の向上を図るため、臨時評価制度及び行政評価制度の本格的運用に向けた関係経費を計上、また事務事業内容等の見直し、競争原理の強化によるコスト縮減を図り、経費の削減に努めてまいりました。
　投資的経費につきましては、事業の緊急性、必要性、投資効果、今年度の財政負担を考慮し、優先順位の高いものから選択したものといたしております。
　次に、産業振興についてでありますが、本町の主要産業であります農業の維持、発展のため、生産性、収益性の高い農業を目指すべく、優良農地の確保、保全、地域農産物のブランド化と販売の拡大、また上毛町食育推進計画が策定され、町全体で食育に取り組み、町民が生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむことができる社会を目指すためのものとなっており、その計画に基づき健全な食生活と地産地消の拡大を実現するための事業費であります。

　林業振興につきましては、町有林の間伐や森林環境税を財源とした荒廃森林再生事業経費を計上いたしております。

　また現下の景気低迷による中小企業の経営環境は、依然として厳しい状況が続いており、町内企業向けに景気対策緊急補償事業を継続実施することといたしてもおります。
　少子対策といたしましては、南吉富小学校児童クラブの開設、乳幼児医療支援制度の拡充のための関係費用、ＨＩＢワクチン予防接種補助金の新設を含めた各種予防接種補助事業の充実や、子育て支援センターの運営、保育料の第３子以下無料化等の子育て世帯への経済的負担軽減策を講じてまいります。
　高齢者対策では、高齢者の豊富な経験、知識、技能を生かせるシルバー人材センターを開設し、生きがい対策の充実を図り、一人暮らしの高齢者の見守り事業を実施、各種予防接種補助事業、介護予防事業などの生活支援のための予算を計上いたしたところであります。
　また美しい環境は町民の暮らしの基盤であり、町民総ぐるみで守っていくことは次の世代に引き継いでいくための責務であります。そのため、環境の町としての先進自治体を目指し、環境意識の高揚を図るため、生活環境の充実に努めてまいります。
　さらに地域活性化の大きな原動力となる地域主導によるまちづくりを支援、充実していくための事業費。その他では、ようやく築上東高等学校跡地の買収価格の調整が完了いたしましたので、その用地購入費。耐震診断で指摘されましたナルミ橋補強事業費。上毛町史跡調査０.５１平方キロメーターの事業費。東九州自動車道スマートインター設置にかかわる設計委託料等、計上いたしております。

　歳入につきましては、不況による所得減の影響を受け、町税を７.４％マイナスの６億３４２万円を充当。地方交付税は、町財政計画で対前年比６.８％の増となっております。昨年度より６％増を充当いたしたところであります。
　また臨時投資経費につきましては、基金を取り崩し、繰り入れで補てんしております予算ともなっております。今後とも財政分析や予測を立てながら、健全な行財政運営に努めてまいる所存であります。

　議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算でありますが、歳入歳出予算総額９億２,４６４万３,０００円、対前年比４.８％。予算額として４,２００万円の増額予算となっております。療養給付費が、昨年より増加をいたしておりますが、国保会計の健全な運営を行うため、医療費の抑制と健康保持のため、生活習慣病予防のため、特別健診の受診率の向上と保健指導の強化に努め、被保険者の健康づくりを支援していく措置を講じた予算であります。
　議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算。後期高齢者医療制度に移行されたことにより、精算による過誤調整分の整理をするための予算であり、２２年度限りで制度の廃止となるものであります。

　議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算。歳入歳出予算総額は１億４,２６７万８,０００円で対前年比７.１％の増額予算であります。２年ごとに保険料率の見直しをすることになっており、２２年度は医療費の伸びによる保険料の引き上げが示されておりますことと、被保険者の伸び率が４.３％増となっておることにより、後期高齢者医療広域連合への納付金が増額になったものであります。
　議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算でありますが、予算総額６,１０８万８,０００円で、対前年比８.５％の減となっております。職員退職による人件費の減が主な要因でありますが、患者数は年々減少の一途をたどっており、診療報酬につきましても減収となっておりますことから、医療従業者は現員数を維持することといたしており、地域医療業務に支障のない体制をとることといたしております。

　議案第１８号　上毛町農業集落排水事業特別会計予算でありますが、予算総額５,８４７万４,０００円で、対前年比５.４％の減額予算であります。継続加入戸数は２３０戸。加入率６９.１％。昨年度と同額の下水使用料を見込んだ予算となっております。対象地域未加入者の高齢化が進み、加入率の伸びには困難な状況がありますが、さらに加入促進に力を入れ、安定収入の確保に努めてまいりたいと考えております。しかし、道は必ずしも容易ではありません。
　議案第１９号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。予算総額７,４９１万４,０００円で、対前年比１５.０％の減額予算であります。給水地域加入率９４.９％で、水道事業収支では健全な財政運営に推移しているところであります。安心安全な水道水を供給するための維持、管理経費が主な予算であります。
　議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算でありますが、予算総額９０６万円で、対前年比０.９％減と、ほぼ昨年度と同額予算であります。経済的な理由で就学困難な者に対し、就学資金を貸し付け、高校、大学に進学できる学習機会を提供しておりますが、２１年度まで５０名に対し貸し付けを行い、総額６,４０７万５,０００円に達しております。２２年度につきましても、新規貸し付け者１１名、継続貸し付け者１１名、計２２名の貸し付け事業を展開するための予算であります。

　議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算でありますが、予算総額６９万１,０００円で、対前年比８５.２％の減額予算となっております。財政健全化計画に基づき、貸し付け事業債の繰り上げ償還を行ったことにより、公債費の減が主な要因であります。貸し付け事業債の元利償還金が主な歳出でありますが、その償還期間も２２年度を含め、２年間で完了する予定でございます。
　議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）の件でありますが、げんきの杜と図書館施設の２社会教育施設につきましては、施設運営面でのサービスの向上並びに管理運営経費の削減による行政コストの負担軽減のため、上毛町社会福祉協議会へ引き続き、指定管理者として指定するものであります。
　議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）の件でございますが、デイサービスセンターさざんか荘と特別養護老人ホームたいへい苑の２施設の管理運営業務を、上毛町社会福祉協議会へ指定期間１年間、指定管理者として指定するものであります。
　議案第２４号　字の区域の変更について。唐原地区の圃場整備事業の換地処分手続きをするため、新たに境界を定める必要があり、上唐原、百留、下唐原区域を変更するものであります。
　議案第２５号　土地改良事業計画の変更について。尻高地区基盤整備事業がほぼ終了したことに伴いまして、事業費が確定いたしましたので、財源配分変更の事業計画であります。
　議案第２６号から第３０号までの５議案につきましては、一部、事務組合の組織は合併に伴う構成団体数の増減と、３組織につきましては、規約を変更するため議会の議決をお願いするものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重な御審議をいただき、御可決、御承認をくださいますよう、切にお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。

　長い時間ではありましたけれども、どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（村上正弘君）提案理由の説明が終わりました。これから、提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議をする案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただきますよう協力をお願いいたします。
　それでは、提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　安元議員。
○５番（安元慶彦君）ただいまの町長の所信表明、それから提案理由の説明がございましたけれども、所信の中で、わかりやすい行政を目指すと。それは窓口業務の簡素化ということでございましたけれども、具体的にはどうなるか今からの話ですけれども、私がなぜこういうことを聞くのかといいますと、以前、職員の接遇についてということで質問をしたことがございます。どうも最近でも、役場の職員の対応がよろしくないといった声が聞かれるわけでございます。私は一々ついていってないから、キャッチはしておりませんけれども、やっぱりそういった住民の声があるということは、職員の窓口の関係等もあると思うんですが、どうも住民の方に好意を持たれていないんじゃないかという感じを受けておりますので、具体的にはどういうことになっていくのか、そこら辺を少しお話していただきたいと思います。それから、予算の関係でございますけれども、東高の跡地の買収の関係が出ております。これは旧新吉富村から、跡地の利用検討委員会というものが重ねて開かれてきておると思いますけれども、その辺の方向性、跡地をどういうふうに利用したいかという方向性がどうなっているかをお尋ねいたしたいと思います。
○議長（村上正弘君）町長。

○町長（鶴田忠良君）まず第１点は、窓口業務の簡素化あるいは職員の接遇等の問題でございますが、簡素化という意味の基本的な部分につきましては事業内容、つまり接遇内容を変更するということでございます。一つは、本庁でやりましたものを、今度は唐原支所、つまりこの場所でありますけれども、移すということで、住民のサービスを遠い方々、遠いといっても太平地区でありましたけれども、その方々には利便性を図るということが一つの具体的な中身でございます。もっと詳しいことはいずれまた御説明申し上げる機会があろうかと思いますけれども、事務内容についての部分があるということでございます。
　それから、簡素化ということにつきましては、それとあわせまして、職員が直ちに住民の皆様方に御説明あるいは御理解をいただくことを行うためには、一体、何が一番最も必要なのかという部分を、行政改革ということとあわせまして考えていかなきゃならんだろうということになりまして、当然のことながら行政改革ということでございますので、御承知のように、簡単に言えば職員の数の削減ということになるわけでございます。そういうこととあわせて、できるだけ簡素に、速やかに対応できる、数は減ったけれども住民の皆さんには速やかに対応できる、しかも、説明が十分できる、そういう組織化を図らなければならないだろうと思っております。
　一に、職員の資質の向上を待つ以外にないわけでございますけれども、そういう方向でこれから職員の資質の向上に努力してまいりたいと考えております。簡素化という意味は、そういうことも中身としてはあるということを御理解いただきたいと思います。
　それから、東高等学校跡地の検討委員会が、今はどういう姿かということでございますが、この件につきましては、先般、キタムラ先生を中心とした組織の中から、答申をいただいておるわけでございますが、具体的には、何をどうするかということまでには至っておりません。抽象的な中身でございました。したがいまして、今後は検討委員会を再度開くのか、あるいは別の組織とするのかということを考えながら、用地の獲得をした後で、改めて検討委員会については、検討してまいりたいと考えております。その具体的なことをもう少しということであれば、担当課長のほうで説明させていただきます。
○議長（村上正弘君）安元議員。

○５番（安元慶彦君）行政改革との関連があるという前段の話ですけれども、これはまた私は一般質問のほうで出しておりますので、もう少し、詰めたところで議論をさせていただきたいと思います。
○議長（村上正弘君）ほかありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）ほかにないようですので、質疑を終わります。
　これで町長の提案理由に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３６、発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書についてを議題とします。提出者に趣旨説明を求めます。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書案の趣旨説明を行います。

　県知事は昨年１２月に事件が表面化した際、具体的事実について一つ一つ確認していないのに、中島被告の辞職申し出を即座に承認したため、県民から、裏口から逃がしたなど批判の声が上がりました。また知事は、県職員臨時調査委員会で調査を行うとしていますが、現職員の過去の５年間の接待の有無しか調べず、贈収賄は対象にしていません。県議会は２月２４日に事件解明を求める決議を可決しましたが、遺憾を表明することにとどまり、県議会に調査特別委員会設置を求める県議がただ一人、あとは調査を見守るという極めて不十分な姿勢です。既に県下では８３％の市町村で、政治倫理条例が制定されています。今回の事件を教訓に、県知事、副知事、教育長など特別職と県議も対象にする政治倫理条例を制定する必要があると思い、この意見書案を提出いたしました。
　皆さんの慎重なる御審議をお願いいたします。
○議長（村上正弘君）趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。亀頭議員。
○１２番（亀頭寿太郎君）福岡県議会は、今まで政治倫理条例は無用論ということでもって取り組んできたと思っております。これは、福岡県の議会でこの件については議論をするべきではなかろうかと考えるわけでございますが、意見書といえども、この意見書を提出された団体は、どうした団体から要請されたのですか。

○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）団体からは要請されていません。私は政治倫理条例を制定する必要があると思い、提案したわけであります。

○１２番（亀頭寿太郎君）以上でいいです。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）それでは質疑を終わります。
　茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了いたします。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３７、発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書についてを議題とします。提出者に趣旨説明を求めます。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）中小企業者の自家労賃を必要経費として認める意見書の趣旨説明を行います。
　戦前の１８８７年に制定された所得税法は、家父長制のもと世帯主が納税するものとされました。１９４９年にシャープ勧告を受けて、翌年から個人単位課税に変えられたものの、５６条は差別的に残されました。これは、国家が家父長制を前提にした無償労働を認めてきたものです。家族労働の８割が女性で、事業主の配偶者や娘です。

　所得税法の問題点は第１に、日本国憲法第１１条基本的人権、１３条個人の尊厳、１４条法の下の平等、２４条両性の平等、２９条財産権などに照らしても重大な問題があります。第２に、女性差別撤廃条例に違反しています。日本は１９８５年に批准しています。条約の中には締約国の差別的撤廃義務として、締約国はあらゆる形態の差別を非難し、差別を撤廃する政策をすべての適当な手段によって、かつ遅滞なく追及することに合意し、及びこのために次のことを約束するとして、女性に対する差別となる既存の法律、規則、慣習及び慣行を修正し、また廃止するため、すべての適当な措置をとることとしています。第３に、給料とみなされていないため、さまざまな社会的保障も不利になっています。年金は、国民年金受給年齢が来ても、最高で月額６万３,０００円です。政府は所得税法にこだわる理由として、１、家族の間で給与の対価を支払う慣習はない。２、家族間における恣意的な所得分割を防止する。３、記帳の実際に照らして給与などの、対価の支払いの事実を確認することが困難であることを挙げています。しかし、１の理由は既に青色事業専従者給与制度で、家族従業員給与が必要経費として認められていることからも成り立つものではないことは明らかです。２、３については、家計知識の向上やパソコン会計の普及、同業種団体が作成する記帳ノートが使われていることから、理由は成り立たなくなってきています。
　中小企業庁の調査委員会でも、家計と営業収入を分離し分けていると８４.７％が回答しています。所得税法５７条では、青色申告をすれば、特典として専従者給与の必要経費が認められることになります。労働に対して給与を認めることは当然のことです。しかし、同じ労働を、青色申告か白色申告かという制度の違いで、給与として認めるかどうか分けるということは差別的であり、納得できないことです。仮に税務署が帳簿の不備などを理由に青色申告を取り消せば、突然、給与が否認されることになります。アメリカ、イギリス、ドイツ、フランスの主要国では、家族労働にきちんと給与を支払い、必要経費として考慮されています。所得税法６条を廃止せよと世論が広がってきたのは、憲法の実施や男女共同参画社会を目指す上でも非近代的、封建的な税制度をやめるべきときがきていることを示していると思い、この意見書案を提出いたしました。皆さんの慎重なる御審議をよろしくお願いいたします。
○議長（村上正弘君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。

　質疑を行います。質疑はありませんか。
　宮崎議員。

○２番（宮崎昌宗君）この意見書の案ですけど、まず最初に中小企業者はとありますが、この文章を全体的に読んでみると、私は個人事業主と表現したほうが適切ではないかと思います。もう一つ、青色申告と白色申告に差別があるとありますが、本来なら白色申告されているものが、やっぱり経営者の責任として青色申告をするという努力をすればこの問題は解決すると思いますが、その点についてはどのようにお考えですか。
○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）まず、労働の対価に対して、法律によってそれを認める、認めないというのはちょっとおかしいと思います。まず、それが１点です。労働したことに対して対価を支払うというのは当然のことで、これがまず基本的にあって、これによって法律があるから、ないからということで、片一方は認める、認めないと、そういう考え方がおかしいんではないかと私は思っています。
　それから、白色申告も１９８４年から記帳義務になっているということもつけ加えておきます。年間３００万円を超える場合は、記帳、記録の保存が義務化されているということです。青色申告よりもそんなに複雑ではないということは聞いていますけれども、一応、そういうことになっているということも私は承知しています。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

　これで、質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから、本日採決する議案の上程を行います。
　日程第４、選挙第１号　豊前市外二町財産組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。
　選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推薦にしたいと思いますが、異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決定しました。
　お諮りします。

　指名の方法について、議長が指名することといたしたいと思いますが、異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することに決定しました。
　豊前市外二町財産組合議会議員に村上議員並びに中議員を指名します。
　お諮りします。
　ただいま議長が指名した方を豊前市外二町財産組合議会議員当選人として決定することに異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま指名しました村上議員並びに中議員が豊前市外二町財産組合議会議員に当選されました。当選されました村上議員並びに中議員に、会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をいたします。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、報告第１号　平成２２事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題とします。議案内容の説明を求めます。

　企画情報課長。
○企画情報課長（矢野洋一君）それでは朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　報告第１号　平成２２事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。

　平成２２事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３、第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２２年３月９日提出、上毛町長　鶴田忠良。
　１枚おめくりいただきたいと思います。
　平成２２事業年度上毛町土地開発公社事業計画についてということでございまして、内容についてはお読みいただければおわかりいただけるかと思いますけれども、雇用情勢については依然として厳しい状況である中で、町内企業におきましては若干ではありますけれども、生産活動に回復の兆しが見えるという状況でございます。
　こういった中で上毛町土地開発公社としましては、以下の１、２、３点にわたって２２事業年度に備えるということでございます。一つとしまして、町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。２、新たな工業団地の適地検討を行う。３、多様な産業分野からの新規立地の需要に備えるというものでございます。
　１枚おめくりいただきますと、２２事業年度の予算でございます。２２事業年度の予算につきましては、収入支出の予算総額はそれぞれ６５万８,０００円と定めております。
　４ページをおめくりいただきたいと思います。４ページでございます。
　まず、収入の部でございまして、事業外収入と繰越金で成り立っております。１項の基本財産の果実ということで、これは５００万円の基本財産の定期預金の利息で、１万７,０００円。それから、普通預金の利息ということで１万円の計上をしております。それから繰越金が６４万円の計上ということで、合計しまして６５万８,０００円の収入を見込んでおります。
　支出につきましては、経常的な経費ということで管理費に３０万４,０００円、それから事業支出としまして２万円、それから予備費としまして３３万４,０００円の計６５万８,０００円の計上をいたしております。
　以上が、土地開発公社の事業計画でございます。説明を終わらせていただきます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。質疑を行います。

　質疑はありませんか。
　安元議員。
○５番（安元慶彦君）報告ですから、言ってもしようがないのかなとは思いますけれども、「雇用情勢は依然として厳しい」というこの文言は理解すると思うんですけれども、「町内企業の生産活動も徐々に回復の兆し」と。私どもが近くで感ずるのは、町内に立地している自動車関連企業が、昨年の末をもって大幅に人員削減をやったと。こういう実態を聞きますと、どうもそこら辺とこの文言がどんなもんかなという感じがするわけですけれども。企画課長、その辺はどうですか。
○議長（村上正弘君）企画課長。
○企画情報課長（矢野洋一君）この点につきまして、３月に入りまして各町内の６企業に対して景況調査をしております。安元議員が御懸念の部分、確かに企業によりましては早期退職を勧奨したというケースで、かなりの数の方が退職をされております。
　そのような中で、雇用情勢についてはこの事業計画の言葉どおり、依然として厳しい状況ではありますけれども、景気、いわゆる生産活動につきましては、日産もトヨタもしかりですが、徐々に苅田、北九州の会社のほうが生産活動を上げているという効果で、地元企業もほとんどが自動車関連企業でございますので、そういった影響を受けて、徐々にではありますけれども、生産活動が上向いているという報告を受けております。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで質疑を終了します。

　以上で、本件の報告を終わります。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、議案第１号　平成２１年度上毛町一般会計補正予算（第６号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（友岡みどり君）それでは、議案第１号　平成２１年度上毛町一般会計補正予算（第６号）について、私から総括的な御説明をさせていただきます。詳細につきましては質疑を受けながら、担当課長より答弁をさせていただきたいと思いますので、御了承のほどお願い申し上げます。
　それでは、予算に入らせていただきます。今回の補正につきましては１１億１,５２９万５,０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算総額それぞれ５９億５,５１０万１,０００円と定めるものでございます。

　第２条でございますが、６ページをお開きください。第２条で継続費補正ということで変更でございますが、農林水産業費の中の尻高地区の圃場整備事業でございます。３カ年の継続事業ということで予定をしておりましたが、換地処分等の手続き関係が２１年度で難しいということで、２２年度に延長いたしましたためのものでございます。
　それから、第３条の繰越明許ということでございますが、７ページから８ページに事業を記載しております。先般、議会の全員協議会で御説明をさせていただきましたが、地域活性化きめ細やかな臨時交付金事業ということで、１７事業を今回、繰越明許として計上をさせていただいております。
　それから、次でございますが、第４条債務負担行為の補正ということで、９ページでございます。担い手育成基盤整備事業負担金ということで、唐原地区の県営圃場整備事業でございます。補正前が１７年から２１年度ということでございましたが、補正後、期間を延長させていただいて２２年度までということで、調整工事を若干、必要とするということで、１年延長をさせていただいたものでございます。
　次が第５条地方債の補正でございますが、１０ページでございます。今回、中学校の体育館の建設事業費を、補正の中に計上させていただいております。その財源は合併特例債を活用するということで、地方債補正ということで、限度額を５億４,６３０万ということで変更させていただいたものが主なものでございます。出資債につきましては、当初予定しておりました金額より２０万円ほど減額になっておりますので、その調整額９３０万円を補正として変更をさせていただいております。
　それから次、１１ページでございます。歳入の部で主なものですが、１３款の国庫支出金でございます。補正額が４億３,３２０万１,０００円、今回充当させていただいております。この内訳は、安心安全な学校づくり交付金。これは２億４,３００万ほどでございますが、中学校体育館の財源として充当するものでございます。
　それから、地域活性化公共投資臨時交付金が約２,９００万、きめ細やかな臨時交付金が１億５,１００万ということで、経済活性化対策交付金として約１億８,０００万円を活用した予算となっております。
　それから１５の財産収入でございますが、６４４万５,０００円でございます。これは旧八ツ並住宅跡地でございますが、３区画が売却可能となりましたので、今回、財産収入として計上いたしております。
　それから２０款の町債でございます。５億２,７１０万ということで、これは先ほど申し上げましたように、中学校体育館に係る合併特例債の借入金ということで、歳入財源として計上いたしております。歳入財源につきましては、１１億１,５２９万５,０００円の補正額となっております。

　それから歳出につきましては、ほぼ、きめ細やかな交付金を予算計上した内容になっておりますが、減額につきましては精査によりまして執行残を全て減額したものでございます。

　５９ページをお開き願います。教育費の中学校費でございますが、学校管理費で８億３２８万５,０００円を計上いたしております。屋内運動場、中学校の体育館でございますが、その事業費が主なものでございます。委託料につきましては、設計管理委託料が８６０万円、それから実施設計の業務委託料の不用額が６８７万円発生しておりますので、相殺いたしまして１７３万円の追加となっております。
　それから工事費につきましては、８億３１０万ということで、改築工事費が８億、高圧受電設備改修工事が４３０万円という予算とさせていただいているところでございます。
　以上、簡単ではございますが、総括的な説明を終わらせていただきます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。質疑はありませんか。
　安元議員。

○５番（安元慶彦君）個別的な質疑に入ります前に、私は特別に質問はありませんけれども、今回の補正額は１１億１,０００万台ということで、補正にしては非常に大きな額になっておりますけれども、町長はかねてから、私が聞いている範囲で申し上げますと、ないそでは振れないとか、あるいはまた身の丈に合った行財政の運営、最近では住民、町民の目線に沿った行政の推進ということをずっと述べてきておりまして、私も全く、同感でございまして、畏敬の念を抱く者の一人でございます。
　１１億の補正の中で、今、総務課長からも話がありましたように、中学校の体育館に８億ちょっとということで、それが大きなウエートを占めておるわけでございますけれども、規模からしますと、この前の説明の中では延べ面積にして３,６５９平米。現在の東中学校程度の規模でございますと、大体１,１４０平米ぐらいということで聞いておりますが、かなりかけ離れた大きな体育施設になっております。
　先般の全員協議会の中で、総務課長あるいは教務課長から大方の報告、説明を伺っておりますけれども、いよいよ予算の審議、採決ということが迫ってきまして、こういった中学校の体育施設に対する町長の思いといいますか、熱い思いをひとつ先にお聞かせをいただきたいと思っております。
○議長（村上正弘君）町長。

○町長（鶴田忠良君）今、おっしゃったように少子高齢化、つまり生徒数が減少するだろうと。その中で、少し大きすぎはしないかというお話と承ったわけでございますけれども、この体育館には武道場も兼ねて併設した面積配分をしておりますので、体育館そのものの面積では、従来と余り変わらないと思っております。

　とりわけこの施設を重要視する意味は、御承知のように、例えば老人の皆さん方の敬老会等の会場を、私どもは今まで分散してげんきの杜、あるいは中央公民館等でやっておったわけでありますけれども、これだけ体育館が広く、そういう面でも活用できるということを考えますと、このくらいの広さがあったほうが、そういう意味でも社会教育全般という視点から学校教育のみならずということで、この施設を考えたいと思っております。立派な体育館ができまして町民を挙げて、生徒もさることながら、あの体育館を活用していただきたいという思いがあるということも、ぜひ御理解をいただきたいと思います。
○議長（村上正弘君）安元議員。

○５番（安元慶彦君）ありがとうございました。
　町長の所信の中にもありましたように、私どもも議員として地域主権の一翼を担う責任ある立場でございますから、十分、そこら辺の認識を深めておかないと、住民の皆さん方からいろいろ、これは上物ですからすぐ目につくものでもございますし、どうしてそういうことになるのかということに対する十分な認識を持っていないと、何となく議員としての責任が果たせないという感じがします。
　この前の総務課長なりの話の中では、そういった面や、あるいはまたグレードの高い試合等も展開できると聞いておりますけれども、そういった利用の方法で、ぜひ住民の皆さん方にも期待をしていただきたいと思うものですから、町長の御意思をちょっとお伺いしました。ありがとうございました。
○議長（村上正弘君）亀頭議員。

○１２番（亀頭寿太郎君）ちょっと２点ほどお尋ねしたいと思います。前回の全員協議会で、大筋、伺っておるわけでございますが、体育館の目的が、きょうは教育長が御出席でございますが、硬式バレーができるということで、屋内体育館の建設に取り組まれたと。また、こうしたことを先ほどから安元議員の質疑においても、町長は、社会教育にも開放すると。言うなれば学校施設を一般にも開放するというような観点ではなかろうかと思います。我々も旧新吉富村のときに、この近辺に硬式のバレーができるところがないということで、トレーニングセンターを学校教育の予算で、硬式バレーのできる体育施設ということで取り組んだんですが、いろいろの事情がございまして、農業予算ということで、それのほうが補助率もいいと。ましてや、農業関係で云々すれば硬式バレーの必要はないということで、天井が下げられたんです。そうしたことで、硬式バレーができないということでございますが、この体育館で硬式バレーが、一般社会人の、言うなれば国体とか、あるいはオリンピックといったらおかしいけど、世界的な、一般人の硬式バレーができるかどうかを前回の協議会でも聞いたんですが、そこが明確な答弁がなかったものですから、その点をお尋ねします。そうすると、高さが、ちょっと図面を見ると、１３メーター４０センチというのかどうかわかりませんが、この高さあたりがいいのか。硬式バレーの屋根の高さを教えていただきたい。
　それと、中学校、義務教育の施設の国庫負担法に基づく中学校の体育館の、バレーのできる屋根の高さは幾らになるのか。その２点をお伺いします。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（福本豊彦君）亀頭議員の御質問の、硬式バレーができるかということでございますが、補正予算の資料に教務課の関係の資料をお配りしていると思いますが、その３ページに屋内運動場アリーナ断面図ということで、添付をいたしております。これが今、現在、議員がおっしゃったように、上の図面がアリーナ１面でした場合に、最大１３.４メーターがとれるということでございます。それから、下の図面につきましては、一応、２面使った場合の絵をお示ししております。これにつきましても、バレーでいいますとエンドラインといって後ろのほうですが、それで１２.４メーターの高さがとれるということで、基本的に国際バレーボール連盟の世界大会等の基準といいますのは、最小限で１２.５メーターの高さが必要であるということでございますので、これは中心のネットの位置になるかと思いますが、その分で大体１２.５メーターの高さ以上あれば、硬式の試合はできるということで、確認をとっております。
　中学校の義務教育国庫負担法に基づく高さという質問でございますが、基本的には今、申し上げました基準で通常、体育館等を建設する場合は、バレーボールの場合は最大で１２.５メーターを基準に建設していると確認をいたしております。
○議長（村上正弘君）亀頭議員。

○１２番（亀頭寿太郎君）そうすると、バレーのコートが２面とれますね。２面とも同時に硬式バレーの試合ができるという解釈でいいんですか。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（福本豊彦君）そのような解釈でよろしいと思います。
○１２番（亀頭寿太郎君）以上です。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。大山議員。

○６番（大山　晃君）再度また、体育館の件について。

　先日、東中学校の卒業式に参加をさせていただきました。そのときに、第３９回卒業式ということで御案内があったわけですが、現在の体育館は３９年しかもっていないということなんですよね。今の、現状の体育館は床の劣化、それと屋根の雨漏りが原因で建てかえということだと思うんですが、今度、新築される体育館は、何年ぐらいの保証というか、保証はそんなに長くはしないと思いますけど、耐久年数はどれくらい見ておるのかなという予測が立てば非常にいいなということで。一般の皆さんに建てかえるよということだけでは説明責任にはならないと思うんです。やはり、今度、建つやつはこれくらいもつよと、そういうものがないとやはり市民に安心感を持たせる資料とならんのじゃないかと思うんです。そこら辺をわかったら、お願いしたいんですが。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（福本豊彦君）今、大山議員の御質問でございますが、既存の体育館につきましては、構造が鉄筋コンクリートと鉄骨造という二重構造になっております。
　大体、通常、一般的にいわれるのが、体育館の場合は４７年前後の耐用年数ではございますが、既存の体育館につきましては、旧建築基準法で建設されたということで、新しい建築基準法が施行されて耐震診断等、今、行った中で、危険性があるということで今回、中学校の体育館につきましては改築を行うということです。耐用年数自体は一般的な基準でございますが、先ほど申し上げましたように４７年程度になるかと思います。
　そして、新しい体育館につきましても、今、申し上げましたように、鉄筋コンクリートと鉄骨づくりが併合している部分もございますが、大体、一般的にいわれる耐用年数が４７年ということになるかと思います。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。宮崎議員。

○２番（宮崎昌宗君）屋内運動場の改築ということで、財源が８億ぐらいの合併特例債を活用して一部を、最初のうちは基金を取り崩してという話で、その後の説明では留保財源を使ってというような説明でありました。今まで自分も、留保財源というのを知ったかぶりしていたんで、ちょっとよくわからなかったんですけど、その留保財源というのは、大体、どのくらい今、残高というか手持ちがあって、そういう数字というのは、例えば月例出納帳の報告書とか、どこにそういったものが数字的に反映されているのかなというのがちょっと疑問に思ったので、質問します。
○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（友岡みどり君）予算の中には反映しておりません。ただ、調定といいますか、歳入調定、歳入簿の中に、年間を通して財源としてどれぐらい入るかということを記載しておりますので、その中で、年間の財源というのが把握できます。地方交付税しかり、町税にしてもそうです。調定額に見合った予算配分ということにしておりますが、私どもとしては、予算は過大見積もりすることなく、過少で予算編成に取り組んでおりますので、若干、年度末においてはゆとりを持たせるということでやっております。
　皆様方には、この留保財源というものをお目にかける帳票としてはございません。歳入簿の中で出てくるということでございます。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。宮崎議員。

○２番（宮崎昌宗君）つまり今の時点では、残高というのはわからないということですかね。
○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（友岡みどり君）補正予算を充当した残りということでしょうか。約８,３００万ほど予定をしております。
○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）体育館のことで、８億なんですが、国庫支出金、県支出金、合併特例債、町の負担、それぞれ幾らになるのか、お伺いいたします。
　それから、工事内容。例えば空調が入っているのか、照明、配線がどうなのか、トイレとか手洗い、そういう水回りの工事がどうなのか。この８億円の工事内容について、お伺いいたします。それから、木造建てと書いて鉄筋コンクリート……。失礼、工事内容はいいです。

　木造建築と鉄筋コンクリートを建築した場合の建築コストです。先ほど、耐久性を言われましたけれども、この木造を建てた場合とでは、どのように比較されてあったのかをお伺いいたします。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（福本豊彦君）まず、財源の内訳でございますが、前回、全協の中でも若干、御説明申し上げたと思いますが、安全安心の交付金、それから地域活性化公共投資的交付金というのがございまして、それをあわせますと２億７,１４６万３,０００円の体育館にかかわる分の補助金でございます。
　それから合併特例債で、先ほど総務課長からも御説明がございましたように、５億２,７３０万になろうかと思います。そして歳入の残った分が９８３万７,０００円。合計で８億８,６００万という財源内訳になるかと思います。
　それから工事内容でございますが、屋内運動場と武道場の解体工事、それから建築主体工事ということで、建物全体の基礎から屋根工事までの、内装等を含めた分の工事と、それから電気設備工事で、各種、照明等の工事でございます。それから給排水衛生設備ということで、水回り、トイレ等の工事が今回、この事業で行うようになっております。それと、工事の管理委託料ということで、全体事業費の中に、そういう内容で予算組みをしております。
　それと、木造と鉄筋コンクリートの比較という御質問だったと思いますが、これにつきましては、特に木造でという形の検討はいたしておりません。あくまで鉄骨造で、木造ですとちょっと規模的な部分で難しいんじゃないかということもございましたものですから、最初から鉄筋コンクリートづくりで計画をいたしております。
　ちなみに、木造の場合ですと、耐用年数等が２０年とかいうぐらいの形になるんではないかと認識をいたしております。
○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）今、よその自治体では、地場産業という関係もあるんでしょうが、木材を使った公共施設もかなり建てられています。それで、今の公民館主館なんですが、これもかなり古いんですが、立派なものです。木造建築が今、見直されているわけですが、かなりまた安いとも聞いていますが、そういうのについては全然、調査も検討もしたことがなかったんですか。
○議長（村上正弘君）教務課長。

○教務課長（福本豊彦君）特にしておりません。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで質疑を終わります。
　これから討論を行います。討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第１号は反対の立場から討論いたします。
　現在の中学校体育館そのものを建てかえることについては反対ではありませんが、建設コスト、耐久性の面から、まだ十分な検討をされているとは思えないので、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第１号　平成２１年度上毛町一般会計補正予算（第６号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）暫時休憩します。再開は３５分です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時２６分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時３４分

○議長（村上正弘君）休憩前に引き続き会議を開きます。

　日程第７、議案第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。
　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、御説明を申し上げます。
　歳入歳出予算の補正額ですが、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,４３８万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億５０７万５,０００円とするものでございます。
　４ページで御説明をいたしますが、歳入の主なものとしましては国民健康保険税、これは税率の確定に伴いまして最終的に不足の生じた分を補正で落とした分ということでございます。それから、５項目の前期高齢者交付金につきましては、こちらは前期高齢者の保険者間の調整のためのもので、国保財政に交付されるものですけれども、これも額が確定により２,１００万円の補正ということでございます。
　それから繰入金につきましては、法定外繰入の関連で、主なものとしましては、本年度は、出産数が国保加入者において少なくなっております。そういった関係、もろもろの法定内繰入の関連で、不用となった分１,２５６万４,０００円を減額としております。
　その他の調整を含めまして、総額で補正額が１,４３８万５,０００円となっております。
　歳出につきましても、本年度、各年度の補助金、法定外の繰り入れ関係とかの確定に伴いまして、不用の生じたものにつきまして調整をさせていただいております。同額の１,４３８万５,０００円の補正ということでございます。
　甚だ簡単で申しわけありませんが、一応、説明を終わります。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これより討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２号　平成２１年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第８、議案第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第２号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第２号）を御説明申し上げます。
　第１条にございますが、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５０８万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５８０万４,０００円とするものでございます。
　提案理由の中にもございましたように、老人保健につきましては、現在、３年間の精算期間、２２年度をもって精算完了となりますが、本年度は過年度分の精算請求対応のための予算を計上しておりました。医療給付費で５００万、支給費を５０万見込んで計上していたものでございますが、実質的には４月に申請があったのみでございます。
　２ページをあけていただきますと、まず１項で支払基金からの交付金につきましては３０２万４,０００円の減額ということです。国庫支出金につきましては国庫負担金ということで、老人医療給付費が２２１万８,０００円の確定をされておりますので、この分を残して、減額の１６４万７,０００円でございます。県支出金につきましても、負担金が８２万１,０００円と確定しましたことによりまして、４１万円の減額ということで、合わせて５０８万１,０００円の減額でございます。
　歳出につきましては、医療諸費で５３９万円を減額とし、一般会計へ繰り出して３０万９,０００円返還するという内容となっています。
　以上です。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３号　平成２１年度上毛町老人保健特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、議案第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第４号でございます。上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算、第１条にございますように、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,４６４万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億１,６９２万２,０００円とするものでございます。
　２ページをごらんいただきたいと思いますが、後期高齢者におきましてもすべて、２１年度分のそれぞれの歳入すべき額、それから歳出額が確定したことによりまして、最終的な予算の調整をさせていただくということでございます。一応、２ページの後期高齢者医療保険料につきましては、１,３８７万円の減ということで、繰入金につきましては一般会計の繰入金２７６万５,０００円が減額となっております。それから、繰越金については、一応、全額の２０７万４,０００円を歳入予定としておりまして、最終的に歳入合計で１,４６４万１,０００円。これに対して、歳出につきましても、関連の支出が確定したことによりまして、増減調整をさせていただいております。
　大きなものとしては、３ページの２番の後期高齢者医療の広域連合の納付金、この関係が１,３９０万８,０００円減額となったものが一番大きいもので、歳出の合計で１,４６４万１,０００円の歳出の減額補正でございます。
　以上です。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第４号　平成２１年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１０、議案第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）を説明いたします。
　第１条にございますとおり、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,８２１万９,０００円とするものでございます。

　２ページ目の歳入の中で、１番、診療収入につきましては６０万円の減額補正でございます。診療収入につきましては年々、減少をしておりますが、２１年度の見込みとしましては、おおむねでございますが昨年並みになるような状況であるようです。
　今回、減額で一応、６０万円ですが、主なものとしましては、後期高齢者の医療診療分につきましては、かなり減少傾向でございます。一方で、ことしの特徴としては社会保険診療報酬が若干伸びております。この関係につきましては、ことし、新型インフルエンザとかの流行によりまして、そういった影響が出たのではなかろうかと予測されております。

　それから、繰越財源を８１万円見まして、歳入合計は一応、１８万円の補正予算で合計６,８２１万９,０００円となります。
　歳出の主なものとしまして、こちらにつきましては９ページをごらんいただきたいと思いますが、賃金、旅費、委託料。この委託料は主に診療応援業務で、外部からの医師を招聘しておりますが、その分の委託料が、先生の体調不良とかもありまして、当初見込んでおりました診療日に若干、診療できない日がございました。その関係で不用額が生じておりますので、今回、減額をさせていただいたものでございます。
　それから１０ページにございますが、医療用機器の器具ということで、備品購入としまして低周波の治療器、電気治療用の機械です。こちらが古くなりまして部品交換等が不可能でございますので、新しい最新鋭の治療器を購入するということで、１４１万８,０００円、計上をさせていただきました。
　それから医薬品、衛生材料費ということで、ことしは新型インフルエンザワクチン等が必要になりました。そういったものの医薬材料費が不足いたしましたので、９０万円を計上させていただいたものでございます。

　以上です。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第５号　平成２１年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１１、議案第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）議案第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、御説明をさせていただきます。

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５０万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,０３１万２,０００円とするものでございます。

　９ページをお願いいたします。内容といたしましては、職員の人件費及び１１節の需要費でございます。現在までの実績によります光熱費の減額、合わせて３０万６,０００円。

　次のページをお願いいたします。１５節の建設請負費でございます。これにつきましては、本館の新規敷設工事を今年度、実施しなかったこと及び５件の新規の公共升設置を予定しておりましたが、今年度４件の施工でございましたので、１件分の工事費の減額、合わせて１２０万を減額させていただくものでございます。
　以上でございます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第６号　平成２１年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１２、議案第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）議案第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）でございます。
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１７７万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８,６３０万とするものでございます。
　８ページをお願いいたします。減額の主な内容といたしましては、１３節委託料及び１５節の工事費でございます。この内容につきましては、東九州自動車道に伴います安雲地区の水道管布設工事の執行残を今回、減額させていただくものでございます。
　簡単ではございますが、以上でございます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑を終わります。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第７号　平成２１年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１３、議案第８号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）を議題とします。議案内容の説明を求めます。

　住民課長。

○住民課長（廣崎誠治君）平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）の説明をいたします。
　歳入歳出予算の補正の、中身の補正でございまして、増減はございません。

　２ページをお開きください。一般会計へ、他会計からの繰入金を１５４万５,０００円増額いたしまして、諸収入、貸付金の元利収入１９０万１,０００円減額、繰越金を３５万５,０００円増額という形でございます。内容といたしましては、償還金の不足分を他会計から入れたという形になっております。

　内容といたしまして、現在、滞納繰越分は入ってございますけど、現年度分がなかなか入らないという形で、こういう形の補正になっております。

　以上です。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第８号反対の立場から討論いたします。借り主は借りたものを返すという意識が薄いので反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第８号　平成２１年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３１、議案第２６号　福岡県市町村災害共済基金組合を組織する地方公共団体の数の増減についてを議題とします。議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（友岡みどり君）議案第２６号でございます。県の市町村災害共済基金組合を組織する地方公共団体の数の増減についてという提案でございますが、２２年の１月１日に糸島市が新設合併、それから２２年の２月１日に八女市が編入合併することに伴いまして、構成団体の増減の議決をお願いするものでございます。
　以上、説明を終わらせていただきます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２６号　福岡県市町村災害共済基金組合を組織する地方公共団体の数の増減については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３２、議案第２７号　福岡県自治振興組合を組織する地方公共団体の数の増減についてを議題とします。議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（友岡みどり君）議案第２７号でございます。福岡県自治振興組合を組織する地方公共団体の数の増減についてでございます。
　前議案と同じく、市の新設合併、それから編入合併に伴う構成団体の増減に係る分の議決をお願いするものでございます。
○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２７号　福岡県自治振興組合を組織する地方公共団体の数の増減については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３３、議案第２８号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題とします。議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（友岡みどり君）議案第２８号でございます。福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の改正についてでございます。
　小郡市、筑前の衛生組合が解散したことに伴いまして、規約の変更をお願いするものでございます。

　以上、終わらせていただきます。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑を終わります。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２８号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３４、議案第２９号　福岡県介護保険広域連合規約の変更についてを議題とします。
　健康福祉課長。
○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第２９号　福岡県介護保険広域連合規約の変更について御説明をいたします。
　こちらは市町村の合併で、八女郡の２町２村、並びに糸島郡の２町が介護保険広域連合を脱退することとなりました。このために現行１１の支部がございますが、この支部を集約化し、経費の削減それから介護保険事業の公正な運営を図るために、現行１１から８支部に、支部を再編、統合するものでございます。
　これに伴いまして、２ページ目にございますように広域連合の執行機関等の組織に関する規約の中で、支部長、現行１０人を７人に改めるというものでございます。
　以上です。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２９号　福岡県介護保険広域連合規約の変更については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３５、議案第３０号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更についてを議題とします。
　企画情報課長。
○企画情報課長（矢野洋一君）それでは議案第３０号について、御説明申し上げます。

　京築広域市町村圏事務組合規約の変更についてということでございます。地方自治法第２８６条第２項の規定により、平成２２年４月１日から、京築広域市町村圏事務組合規約を別紙のとおり変更するというものでございます。

　平成２２年の４月１日から広域圏の事務所を、現在の豊前市から行橋に変更することに伴う規約の変更でございまして、この移転につきましては、４年ごとに変更するという申し合わせになっておりまして、それに基づくものでございます。
　規約の変更につきましては、１ページ以降に、豊前市から行橋に変更ということで、住所も明記しておりますので、そのように変更するものでございます。
　以上でございます。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑を終わります。
　討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第３０号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更については原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから議案の委員会付託を行います。

　３月５日議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。運営資料の４ページ、委員会付託表をごらんください。付託案の朗読に際しても、議案名の朗読は省略をします。

　議案第９号、議案第１１号、議案第１２号、議案第１３号（所管分）、議案第１８号、議案第１９号、議案第２４号、議案第２５号、発議第１号及び発議第２号の１０件は、総務、産業・建設常任委員会へ。

　議案第１０号、議案第１３号（所管分）、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号、議案第２０号、議案第２１号、議案第２２号及び議案第２３号の１０件は、文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託をしたいと思いますが、異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決しました。

　続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りをいたします。運営資料の６ページ、委員会日程表をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定したいと思いますが、異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、常任委員会の開催日は運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決しました。

　以上で、本日の日程はすべて終了しました。

　本日はこれにて散会をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後０時０１分

　　　平成２２年３月９日

-15-

